
三 口

Dr. p H は、あらゆるアルカリ土壌 1こ効果を発揮。

■ アルカリ汚染された現場残土を中和矯正し、植栽用客土として再利用。

■ 地盤改良された植栽基盤のアルカリ性の中和。

■ 強アルカリ残土をpH8.5以下（緋水基準以下）に中和矯正し、普通残土として処分。

■ 浚渫固化土壌のアルカリ性の中和矯正、緑化利用。

■ アルカリ性廃棄物（クリンカー、石炭灰、消却灰、炭など）の中和矯正·再資源化。

■ 海浜地区のアルカリ性土壌（ナトリウム由来）の中和矯正。

□ r. p H 、その他の使い方。

■ アルカリ法面の厚層基盤材に配合

有機物の緩衝作用でDr.pHを添加しても基盤層の急激なpH変動がありません。 Dr.pH は法面のアルカリの影響を緩和します。
吹付け基盤材に 1~2kg/m2 を目安に混合し、そのまま吹き付けてください。種子を配合して吹き付け可能です。

■ アルカリ性産業廃棄物の再利用のための中和

焼却灰、クリンカーなど各種のアルカリ性廃材を緑化園芸資材として再利用するためのDr.pHを開発供給いたします。

商品荷姿・内容量 ●15kgピニ ール入り ●1000kgフレコン入り（受注生産品）

関連商品
-------------------------------------------------------

くドクター ペ ー ハ ー 土木用＞
埋立地・掘削発生土・杭打ち発生土や、
すぐに緑化しない宅地造成地などの中和に効果的です。
• 1000kgフレコン入り

• 25kgクラフト袋（受注生産品）

一

アルカリ土壌再生剤「ドクタ ー ベ ー I\ ー 」

くドクターベ ー ハ ー溶剤＞
すでにアルカリ土壌に植栽された緑地の表土を
中和改良するのに効果があります。
Dr.pH液剤 20倍希釈液を 1 而あたり 2 リットルを散布します。
効果はすぐに現れますが年間管理のなかで
継続利用することをお勧めします・
• 20Lキュービテナー入り

....アルカリ士壌で養分吸収ができず、
葉が黄化した状態。

※取り扱い上の注意

Dr.pHは水に溶けるとpH2~3を示します。目に入ったり皮門に付くなどして剌激を感じたら水と石鹸で良く洗浄してください。違和感が残る場合は医師の指示に従ってください。

セメント固化処理や石灰処理されたアルカリ士壌を中和し、 緑化土壌に再生。

「安全」「確実」にpHを下降させます。

電気伝導度をほとんど上昇させない、緑化に最適な

アルカリ土壌再生剤です。
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三 口

pHが永続的に安定します。

残土は、 処分から再利用へ 9.
埋立地、再開発現場、工場跡地…。

アルカリ賎土汚染問題はDr. p Hが解決します。
Dr.pHで中和、再利用で大幅なコスト削減が可能です。
Dr.pHはセメント系固化剤や石灰による地盤改良されたアルカリ土壌を速やかに中和し、植栽基盤材として再生します。

電気伝導麿を、上昇させません。

Dr.pHで中和した土壌は永続的に安定し、または徐々に中性～弱酸性に移行します。

施工中

D『.pHは中和反応で生成される塩類が少なく、その塩類が水に溶けないため電気伝導度の上昇がほとんどなく、

植生に最適な土壌に再生することができます。
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Dr.pH（中和曲線）

ー一■一一硫酸系資材（中和曲線）

-0- Dr.pH(EC) 

--D-—硫酸系資材（EC)

【基準値】
pH4.5 ~8.0 

電気伝導度1.0dS/m以下

中和に必要なDr.pHの添加量
く使用量のめやす＞

地盤改 良され た
pH10.7の強アルカ

リ性土壌の現場。
現況土壌 を全て
Dr.p Hで中和し客
土利用し残土処分
をゼロに。発生土

処分·客土置換法
に比べて40％のコス

トダウンが図れた。

4年後

雨

O
性酸

中和改良した現場
の4年後の状況。
PH値は改良目標値
だった「pH7.9以下」

で安定して推移し
ている。樹木も旺盛
に生育している。
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土攘のpHが永続的に安定または酸性側へ移行する外的要因

0酸性雨
＠雨水中の炭酸ガスによる中性化
®雨水によるアルカリ因子（塩類）の溶脱
0植物根や士壌微生物の呼吸で発生する炭酸ガスによる中性化
⑤動植物遺体由来の有機酸

扱いやすく、薗単な施工方法です。

■ 所定量の D『.pHをパックホウ、スタピライザー、耕運機などで混合するだけです。

■ 混合後、すぐに植栽工事が可能です。

■ 他の土壌改良材との併用は自由です。

■ Dr.pHは適度な湿り気を有しているため、風の強い現場でも飛散の心配はありません。

1 所定量を散布 2 竺庄

噛
3 聾四一混合）

4 敷均し 5 壁茫楊合軽く散水）
6植栽完了

成分と安全性
● Dr.pHは食品添加物が主成分で、とても安全な中和剤です。

成分：酸性炭素、リン酸塩、有機酸、ミネラル他多糖類

●魚毒性試験において生存率100％（財団法人日本食品分析センター）
強アルカリ土壌をドクターペーハーで中和後、人工降雨で得た浸出水で魚毒性試験を実施しました。
96時間生存率 100％で周辺環境に対し安全な中和剤です。

● Dr.pHからの重金属の溶出はありません。（土壌の汚染に関わる環境基準）

く有害重金属溶出試験結果＞有害重金属類の溶出はありません。 ＜魚毒性試験結果＞中和土壌からの浸出水の魚毒性はありません。

項目 カドミウム 全シアン 有機リン 鉛 六価クロム ヒ素 総水銀 アルキル水銀 セレン

測定値mg/L

基準値mg/L

0.001> 

0.01 

0.1＞（不検出）

検出されない

0.1＞（不検出）

検出されない

0.005> 

0.01 

0.01> 

0.05 

0.005> 

0.01 

0.0005> 

0.0005 

0.0005＞（不検出）

検出されない

0.005> 

0.01 

時間 24時間 48時間 72時間 96時間

試験区 100% 100% 100% 100% 

対照区 100% 100% 100% 100% 
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現場の土壌をpH7.5~8.0
に中和する為に必要な添
加量です。正確な添加量
を把握するためには中和
試験を実施することをお
勧めしています。試験は
無料で実施していますの
でお気軽にお問い合わせ
ください。




